評価項目⑨及び⑩【業務エリア】

川崎競馬場では、施設の利用方法及び入場制限エリア周辺での誘導措置等、多くの方々から問合せを受けて対応することが想定されるため、配置される人員に関しては、いかなる時も神奈川県川崎競馬組合職員の一員として責任感を持って、客観的に丁寧だと判断される対応を心掛けることが求められる。
また、競馬業界全体としてインターネット投票が主流となっている中、それでも競馬場に足を運んでいただける来場者及び関係者（馬主を含む。）に対して、従来以上に充実したサービスを提供すべきであると考える。
一方、川崎競馬場で今まで配置していた警備員の対応に関しては、一般の方等から多くのご意見をいただいている状況である。（【問合せ①～③】にて一例を紹介する。）
この状況を踏まえ対応を改善すべく、評価項目⑨及び⑩として、川崎競馬場での場内案内及び警備業務に対して、現状分析とそれに対する改善提案等をいただくこととした。

⑨現状の警備業務への問題分析と改善意見及び来場者向けサービス促進策の提示
項目１　「配置人員の質の向上」について
　　○　質を向上させるためには主に意識の向上（＝研修の実施）や人員の入れ替えなどが想定されるが、それ以外の方法で上記目的が達成できるのであれば、これ以外の提案も可能とする。
　　　【具体的な記載内容（例）】
　　　　・　業務を受託するにあたって、業務実施方針は現状の問題点を分析したうえで行われているか。
・　単に研修を実施するだけでは加点せず、具体にどのような研修をどの程度実施するのか、過去にその研修（及びその研修時間）を実施した結果どのような成果を得たのかを記載すること。
・　現状の配置人員にどういった課題があるかをどう把握し、その課題を解消するためにはどういう人員を確保し、どのような期間で入れ替えるのかということを具体的に記載すること。

項目２　「改善体制の質の向上」について
　○　人員の質の向上と併せて、業務実施後に結果を配置人員にフィードバックし、そのうえで発生した問題を解消するというスキームを繰り返すという、PDCAサイクルを回すことで業務の質が向上すると考えられる。
【具体的な記載内容】
・　評価項目⑧「モニタリング体制」を踏まえてフィードバックが行われるか、現場の人員全てに行き届くフィードバック体制であると認められるかどうかに着目して記載すること。
・　改善の提案が現実的な効果を発揮するか、改善されたかどうかを確認する体制ができているかどうか、具体性を持った対応となっているかどうかに着目して記載すること。
【回答は任意様式とするが、項目ごとに記載すること。】

⑩配置人員として適した人物像の分析と人員確保方法の提案
項目１　人物像の分析
　　○　川崎競馬場に配備する人員として適切な人物像を具体的に分析できているか、具体的に記載できているか否かで加点を行う。
　　　【具体的な記載内容（例）】
　　　　・　年齢、体力及び取得し買う等、客観的に判断可能な人物像の要素を分析したうえで記載すること。
・　主観的な分析に留まらず、妥当性があると認められる方法で分析すること。
・　川崎競馬場を取り巻く環境として「総合評価方式に係る説明書」に記載されている発注者が提示する事例を考慮し、前提としたうえで記載すること。

項目２　警備人員確保方法及び配置提案
　○　項目１で分析した人物をどのように配備するのか、具体的かつ現実的な方法を記載できているか否かで加点を行う。
【具体的な記載内容】
・　人員確保方法は現実的で、分析した課題に対する改善効果が見込まれる内容を記載すること。
・　人員配置について具体的な計画を示す場合は、本業務仕様書に基づく配置を基本としながら、より効果が見込まれる提案であることを説明できるよう、根拠を示しながら記載すること。
・　改善の提案が現実的な効果を発揮するか、改善されたかどうかを確認する体制ができているかどうか、具体性を持った対応となっているかどうかに着目して記載すること。
【回答は任意様式とするが、項目ごとに記載すること。】



問合せ①
馬主としてレース出走前の自分の馬に会いに行こうとしたところ、直前で警備員に止められてしまった。タクシー乗り場付近では止められることなく移動できたのだから、もっと先のエリアにも入れてもらって良いのではないか。また、入っていけない場所ならば、もっと先に止めてもらいたかった。

問合せ②
　初めて川崎競馬場に来たが、予約した指定席の場所が分からず近くのスタッフの方に場所を聞いて案内してもらったが、案内された座席の受付で誤った案内をされたことがわかった。初めて競馬場に来る方も増えていると思うので、場内にいるスタッフの方には、最低限座席の場所くらいは分かるようにしてもらいたい。

問合せ③
　川崎競馬場には何回も足を運んで楽しみにしてますが、本日駐車場から入場しようとしたところ、入口の警備員の方から関係者であるかどうか激しい口調で尋ねられました。普段ならば低姿勢で丁寧な対応を受けていたこともあり、今回乱暴な対応を受けてしまったことで、大変がっかりしました。
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評価項目 ⑨ 及び ⑩ 【 業務 エリア】     川崎競馬場では、 施設の利用方法 及び 入場制限エリア周辺での誘導措置等、 多くの 方々 か ら問合せを受け て対応する ことが想定されるため、配置される人員に関しては、 いかなる時 も 神奈川県川崎競馬組合職員の一員 として 責任感を持って 、 客観的に 丁寧 だと判断される 対応 を心掛けることが求められる。   また、競馬業界全体としてインターネット投票が主流となっている中、それでも競馬場に 足を運んでいただける来場者及び関係者（馬主を含む。）に対して、従来以上に充実したサ ービスを提供すべきであると考える。   一方、川崎競馬場で 今まで 配置してい た 警備員の対応に関しては 、一般の方等から 多くの ご意見をいただいている状況である。（【問合せ①～③】にて一例を紹介する 。 ）   この状況を踏まえ対応を改善すべく 、 評価 項目 ⑨ 及び⑩ として、 川崎競馬場での 場内案内 及び警備業務に対して、 現状 分析 と それに対する 改善提案 等 を いただくこととした 。     ⑨現状の警備業務への 問題分析と改善意見 及び来場者向けサービス促進策 の提示   項目 １   「 配置人員の質の向上 」 について       ○   質を向上させるためには主に意識の向上（＝研修の実施）や人員の入れ替えなどが 想定されるが、それ以外の方法で上記目的が達成できるのであれば、 これ以外の提案 も可能とする。       【具体的な記載内容（例）】        ・   業務を受託するにあたって、 業務実施方針は現状の問題点を分析したうえで行 われているか。   ・   単に研修を実施するだけでは加点せず、具体にどのような研修をどの程度実施 するのか、過去にその研修（及びその研修時間）を実施した結果どのような成果 を得たのかを記載すること。   ・   現状の配置人員にどういった課題があるかをどう把握し、その課題を解消する ためにはどういう人員を確保し、どのような期間で入れ替えるのかということ を具体的に記載すること。     項目 ２   「 改善体制の質の向上 」 について     ○   人員の質の向上と併せて、業務実施後に結果を配置人員にフィードバックし、その うえで発生した問題を解消するというスキームを繰り返す という 、 PDCA サイクルを 回すことで業務の質が向上すると考えられる。   【具体的な記載内容】   ・   評価項目 ⑧ 「モニタリング体制」を踏まえてフィードバックが行われるか、現場 の人員全てに行き届くフィードバック体制であると認められるかどうかに着目し

